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沖 縄 農 業 とそのj痕興 に関す る2-3の知見*

琉 球 模 範 凸 場

1 その背景

沖馳農薬打は色々の角度からの間夢点があるが､基本

的には他産業にくらぺて所得の格差が特に著しいこと､

このような著し小梅藍があるにもかかわらず､ほかの産

業はその人口を容易に吸収しえないことであろう｡

即ち､1960年度沖組の虚業稔生産額は約3,750万ドJL,

(畜産を除くと2,900万 ドル)と見探られてV'る･oこれ

を盛業従事者は1人当り年間所得にすると約140ドルで､

末土の259ドルとくらべると著しく少ない｡そこでこの

低所得をどうして高めるかが問題となる.農薬はいうま

でもなく物を伴って所得にかえてV,くわけであるから､

所得を上げるためにはより多く物を作って行かねはなら

ぬ｡しかし物を多く作らなければならぬが,売れなvlも

のを伴っても困るo売れるものを作らねばならぬという

ことになると今後の煎薬の見通しはどうなるか,またそ

のものは将虎もうけが多いか､どうか等とV'うことが間
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港になる.そのような憩架を含めて現在沖純でつくらか
てV､る主賓曲作物の現況とその将来性とでもV､うものに
つ∨､て述べてみか ｡

第 1表 は水稲､甘舘､甘舟及び){インを1階つくった
場合の収放及び粗収入であるが､E.れによると107-〟

当り粗収入はパインの360下ルが見識で夏縫甘漁の150ド

ルこれ打つぎ淡稲2期胆の39ドルが崩鑑である. しかし

パインの360ドルは1件5カ年での合剤滅入であるし､ 定

植甘虎は1年半､水稲2湖件はわずか3カ月在国の収入であ

るので欝1薮の比腰から年間の土地利用忙よる 粗収入の

大小の比軟捻出来なV､oそこで土地利用とV､う立物から

各作物の107r-ル当り12カ月収虫妊換許したものが第 2

教である｡

この毅から(1)沖粒の出井給生産は前妊述べたよう

紅年間 2,900万ドルであるがそのうち水稲､甘賭､甘燕

及びJiイソが全体の86.7,cc/占めて抑組曲菜の主軸となっ
て∨ヽる｡
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(2) 沖 組 腺 炎 第 2番 滞 .9卑 (1963)

解 2 教 10アール当り額間土地生産
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(2) 馴 上伸紺では水禍､甘紬､廿腰のV'づれを作って

もをの107-ル当りの年間収入は90ドルから100tI

ルの潤で ･̂L13なくJlインの他人は明か打少ない｡

(3) 中州uでは超勤脚陀 刷 -ためにはこの4･つの借

物数年椎止り各く揮って行く心境があるか,既述の

ように売れなV,ものを糎っ･ても困るし､たとえ売れ

てももうけのなV,作物では話にならなvl.その個は

どうだろう･｡まず糊 らゝその可能性を検討してみよ

うo

水糸乱 ^ロ87万の湘縄が年間T!C消教する氷82,000トン

でそのうち助産は低紅 25,OCOトンで3割の自給率にすぎ

な∨＼ また人口一人当り年間の氷の哨塞温故94tBで本土

の一人当り136kgの線まで消殊か増大すれば年間の消幾

皿は約12万 トン､ 約2.000万ドルの消鍵か見込まれるo

次に増産の可能性打ついて凍術的な点からはどうだろ

うか｡

金品には硯在 7.000-クタ-ルの水田があって､その

うち5.50C-タタールで水桶の2匝雁を行なっている｡

第1弗腔の平均収恩は 107-ル当り285k臥 第2期僻

か176kgで,これを麻土の水稲一件 420kgにくらべると

著しく雌 蕊が低い｡その原因は天倣特打嶺年製来する台

風紅も原因があるか､かんがVl水特に排水施設のなV'こ

と舶折Lv,稲炉技術の効果的な導入をさまたげ低収の原

因となってV,る｡即･如棚Rの水田はその殆んど田越のか

んが小水で離 ･ゝ･なわ虹こV ,･急かで､水田一枚一枚の水管

栽培簡■横 ha l 年間仝粗収入千番

坪が出来ず､作期の移動､新品健の導入､襲件物を含む

新し小胆付体轟や施肥改番等の渚凌術の導入をうけつけ

な∨､｡

沖組で披鰐1期件の育苗を緒地水田で行V,､その育苗

欄間は60日から90日貯及び､且厘静のため笛質が悪く､

田植後の分けつは本土の敏告の単卦以下である｡このよ

うな現状に対し､水田一枚一枚の水管理を行vl､育苗法

を改め､田植期のくりあげ､これ好適する品種の導入時

にこおくれている施肥法､病虫害防除法の改巻等､近年本

土で成功した新技術を総合的に導入することにより､第

1期作の収畳を285もBから400kg-､第2期作の176kgを

300kgの練まで向上させることは決して困:難ではなV,0

しかも排水路の設定には賢未を要することは少ないから

で遼)るo

甘 煮

1960年～飢年度の甘燕の栽培面積は9,762haで総階づ

け商機の23%にあたる｡原匿｢甘煮の売上高瞭 1,200万ド

ル紅のぼり農業生産額の,31%妊あたるOこれを1源作農

家の原料甘磨代金I.n:すると21ドルにあたり鹿家現金収入

の大宗をなすもので打庶桁を杖なれて沖縄農民は生きて

いくことが出来ない重要な作物でもある｡

それ紅もかかわらず甘庶僻には重大な問題が倉放れて

いる.O即ち沖縄では砂糖の生産費が著しく高くつくこと

である｡

即ち1トンC砂糖の生産幾は原射せ薬代を含めて枠組
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ヨ吐 沖縄の豚価の比教 (生陳1k畠当り円)
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の240ド/レ､合溶 54ドル､キ--バ59ドル､インドネシ

ャ100ドル､北海道のゼ-卜200･ドルといわれるL.

国際的な商品か このような割商であるこよ､そしてそ

のような商品生産舟娘壌収入の大栄をなすことは不安定

であるばかりか危険でさえあるとV,わねばならぬ｡日く

れて道遠く困難な合頚翌化-の道である｡

甘 鴇:

1959庵拓 11,912haあった甘鯛の栽培面駅は翌年には

8,838hBq忙減ってしまったo計井で枕甘鰭の収入は甘).m

打は頻らないが､食射 点の攻勢打よる紺野織と生産物の
流通が不円滑であるばかりかその貯概が閑職であること

が観反の原因と思わ斬る｡しかし沖鮎の骨髄鵬 めて適

作物で､水盤と乗り一年中陛づ打力珂能で､しかも名物

の台風打も髄めて親V ～｡現在の収盈枕107TJL,当如 .74

5娠年間認圃作で 乱490g礎盤であるが≠鶴糎 の改強

打より乱揮10r7-ル当り

2,500-3.000ふき(糾問5.000-5,00的g)の収塩をあ

げるこt.娃割烹ど困好でなV,よう終思われるOもL盛轟

軸 的g当抄2.5仙程度で観痕の滞蟹があ酌ぼ10･7-ル当
りの粗収入瞭現在の94-ドルから125ドル-150ドルへの年

間収入が見込まれ毅も有刺な安定した侭物】陪激ることが

可能であるOを離打てた見る可能性は鹿庶華で敵るO

鶴 廓

紳轟壮者から塵取が盛んで 現在も壷盛家の約7D%5有

声噸 繁がみんな2-:頭づつ飼育している｡虹かL枠組

の嫁は鶴内経絡を申脇とlして菰重し､聴解育頭数披14万

頭を中心に13-16万頭の間を上下し､14万頭を下姻ると

陳値は亜落し､これを上姐ると弓軌胎する沖組の雌雄物価

格は一般打割高でめるが､陳価だけは例外で冊数打示す
ように凍土にくらぺて髄で壮齢るが割安でさえ診る｡

押紙の豚価がこのような割安なのは姓敬や台所の残繋

をのこらず利用する零細な 墓疎経JErを 行っているから

で､そのままではただすだてる廃物をなんとか現金打か

えて行こうとする耐腿 であるからであるO

従って題額昧をのLrl切離物や巾桝の臓此打且介った糾
数だけを飼背しているが､ 枕からザもこのような鞠●戸

の戯域の飼打する播州数がうまく全血の豚肉仰噛出土的
合っており､巳の親椀の鞄陳昧今後来した癖硯も敷津白

鷹的安定した塾でつか で行くものと思われるo

Lかしこのよう.政義膝は肉鑑も粘く多動 不衛生であ

るばか抄でなく飼料確東軍も漸く迎駆した踊智魂塘敵軍

Å斬る銀地も少ない.A.小･5太虚が静.る由このよう転僚舵

紫斑L兜準衡状態を触って亜腺熱の鞠や･く酌徹轟魔監断
る貯軌 敦ザ第-･yc米田珊瑚敷新しく凍土をの撒酔求め

る巳よoFcれ匪統良質のB探肉を森土よわ繁 く亜宵紅塵盛
するとともに一流の加三雄重荷を噂躍 る巳よで枚観 知ろ
うip,.払るがえやて本地における挽疎をみる.&1日1田と
蝕選好過醸してVl･るふ-瀞大き恕酎ヒ枕-L､望鎖飼いの

.･!.'=i::こrl~L7135,?_'t･ni'';I･t.tlL:-,･-5/'lJ二,.I:.･'.):il!･1-1:i(,.二.'fi･iJl_I_.Lp-I:Jこと
tJ-.う二1'_/nLlで.-･あるn伸SLIJltT.I::V-てもしIL.胞.:J故臼的上Lた如

腹舶随るとするならば､従来御Jl闇1虎裁粟飼育の中か

ら新し､坤 l尊的な多確鋼管鹿 家が頗まれてこ敷ければ改



31EIi: 沖 縄 威 光 第 2巻 第 2号 (1963)

るまV,｡そのさV､選も大きな問題は飼料である本土にお

ける多頭飼育の新しい傾向は購入温厚飼料を中心とした

ものになりつつあるが,沖鈍におVlてはやはり沖縄の土

地や,豚に適した自給飼料を土台とLて多頭紺青をのは

さなけ如舶 三蕗錐が劉膚になることは明かである.0台夙

忙鈍く.､薙2担雁の出来る,サツマイモに一寸した栽培

改秘を行えば反当当りも0鏑の腺を飼育することは可能で

ある｡その生産磯の拭罪は別教の通りで生肉 占当り148

-172円となり. 触発鋼背にくらぺ大差ないことが予想

されるがやってみなければわからないO

パイナ ップル

1961年度金島の栽培-ult'拭け3,621haで同額の生見収魔
r砧は33,192トンと判路十されてV,る｡生果キPグラム当り

6セン トとすすtは良家の手上地 Imyt203万ドルで､仝虚業

盛純の5.4,cc(忙す'軒なV,｡ 作づけ欄 が惟ぼ平均に達し
たと一l朗つれる､1959年以降の10アール当り怒棚 はそ
れぞれ1.3トン､0.85トン､ 0.91トンでその生果代をキ

peyIり6セン トとす'るとその収入は砧年107-ル当り60

ドル内外で慮外昨少ない｡伸助として壮齢臥 甘鯛､水

絡FCくらペて潜LtJ付則であるが､ 兜だこの作物放水

糊､甘鵬､購鞘などのできなV,威厳他の併阻不良土塊打

もよく耐えて蝿か蕗が棚旭なので排他の少な叫小机の相鉄

JJflで軸,rl兇ぷ地を 捌こんして その叔壇か行わi'Lている

が､色人の胤由からその将来に大きく糊枯す'ることに不

安がある｡

2 沖縄廃業の横興に関する日組 府財政助 へ

の助雷

神鮎q)農民所緒を .L,げるためには さきにのべたよう

打､もっと多くものをつくってこれを所得にかえていく

必東があるがそのためには将来もあんしんして売れる性

質のものをつくってV,(のが本筋だろう0第1茸でのべ

た沖Bu戯基の性格を蘭虎として銀点的打とりあげるべき

ものはまず

水 稲

沖机の水別席群披 7.000haこれに水稲の2EBj借を行っ

て計29万 トンの玄米が生産されてV,る灯す■ぎ怒い｡ この

ような吸収原因は水田の梢排水施政が鹿めて不完全な上

打栽培技術が旧態依然として進歩のなV,ことであるOと

の2点の改登によって7,000haの水田から合計5万 トンの

玄米を収笹する事は困難でなvl.増収分を金額打すると

410万 ドルである｡ 毎年増収目標金額の 10%､約40万ド

ルを用排水施設の整備打投入するのもーつの方法ではな

いか｡

甘 弓措

現在の親培面根攻8.838ha(1960年)で15万 トン (6･

カ月栽培)415万ドル相当の生産をあげているO さき打

のべた甘藷を飼料とする養藤一加工-輸出が採算紅のれ

ば1万haの栽培面桜から50-60万 トン (12カ月2回階)

約1.COO-1.500万ドルの生産が可能である (1'<g2.5セ
ント)その際の問題点は､甘藷のテングスパイラス病､

施肥洩､貯故法 (サイレ-ヂ等)品種等が中心となるが

特紅財政陵助の項目を新しくもうける必要はない｡

独 豚

甘経等日給飼料をLL;来るだけ利用した多頭飼育法によ

る劫珠か､肉質の点でも生産鍵の点でも本土のそれ打対

抗できることを前提条件として･､:これが仮打可能な際は
ユ万haから生産される 50万 トンの甘粕からnOO万頭 約

4,000万 ドル相当の肉豚生産が可能でさらに 豚肉加工等

附加価値を与えた輸LH.がのぞまLV l｡

そしてE.のような商品の流通が軌道把のるまでは本土

政府の援助資金､その他から適正仙籍で商品の無制限購

入を約束することは不可能な問題であろうか?

このようにして豚 肉加工品の総輸出額を10年後に

6.000万ドルと見積るのも全く夢で招:なV､ような気がす

る｡ しかしそれLyE'っいてはすで打のべた第1の前避条件

について充分の研究と予備調査を行うことと､,第2の前

提として豚肉加二燥 瞭一流技術を導入した農業協同体の

経営になるものでなくてはなるかrl｡

結論を小そごう｡沖縄の農民所得は現在本土のそれ打

くらべて著しく低vlが､やがてその所得が本土のそれを

改題する恵で打発展させることば困難であっても不可能

ではなvloをの困難を蒐服するものは琉球側の総合的な

計画とこれを実現させる努力を主軸としてさら.にこれを

成就させようとするoEf米同国のあたたかJ,援助がなけ

れば在らない｡


